
10

20

JP 7561516 B2 2024.10.4

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7561516号

(P7561516)
(24)登録日　令和6年9月26日(2024.9.26)(45)発行日　令和6年10月4日(2024.10.4)

(54)【発明の名称】　機械撹拌工法

(51)国際特許分類
　   Ｅ０２Ｄ 3/12 (2006.01)

ＦＩ
　Ｅ０２Ｄ 3/12 １０２ 　　　

(21)出願番号　 特願2020-75001(P2020-75001)
(22)出願日　 令和2年4月20日(2020.4.20)
(65)公開番号　 特開2021-172982(P2021-172982 

A)
(43)公開日　 令和3年11月1日(2021.11.1)

審査請求日　 令和5年3月8日(2023.3.8)

(73)特許権者　 303057365
株式会社安藤・間
東京都港区東新橋一丁目９番１号

(73)特許権者　 508273533
新日本グラウト工業株式会社
福岡県福岡市南区清水１丁目１５番１８ 
号

(73)特許権者　 592093833
青山機工株式会社
東京都台東区北上野２丁目１８番４号

(73)特許権者　 506343704
株式会社トーメック
茨城県猿島郡五霞町大字川妻字川岸前１ 
３６２

(73)特許権者　 597028287
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 設 機 械 の 先 端 に 地 盤 撹 拌 用 の 撹 拌 翼 装 置 及 び ス ラ リ ー 噴 射 用 の ノ ズ ル を 取 り 付 け て 、  
施 工 地 盤 中 に ス ラ リ ー を 注 入 し な が ら ス ラ リ ー と 原 位 置 土 と を 撹 拌 混 合 す る 機 械 撹 拌 工 法  
に お い て 、
　 前 記 撹 拌 翼 装 置 と し て 、 建 設 機 械 の 先 端 に 回 動 軸 を 介 し て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 先  
端 に 回 転 軸 を 介 し て 垂 直 方 向 に 回 転 す る 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト を 有 し 、 前 記 一 対 の 撹 拌 翼  
ユ ニ ッ ト を そ れ ぞ れ 、 前 記 回 転 軸 の 軸 心 を 対 称 中 心 に し て 前 記 回 転 軸 の 周 囲 に ２ つ の 撹 拌  
翼 を 対 称 的 に か つ 、 前 方 か ら 見 て 、 前 記 ２ つ の 撹 拌 翼 の 一 方 を 前 方 に 向 け ら れ る 一 端 を 外  
側 に 向 け て 他 端 を 内 側 に 向 け て 斜 め に 配 置 し 、 他 方 を 後 方 に 向 け ら れ る 一 端 を 内 側 に 向 け  
て 他 端 を 外 側 に 向 け て 斜 め に 配 置 す る と と も に 、 前 記 各 撹 拌 翼 の 外 周 側 の 面 に 複 数 の 撹 拌  
爪 を 配 列 す る も の と す る 垂 直 回 転 形 式 の 撹 拌 翼 装 置 を 用 い 、
　 前 記 ノ ズ ル を 前 記 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト の 前 記 回 転 軸 の 上 方 及 び 下 方 に 設 け 、 前 記 上 方  
の ノ ズ ル を 当 該 ノ ズ ル の ス ラ リ ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 向 け て 配 置  
し 、 前 記 上 方 の ノ ズ ル に ス ラ リ ー の 送 給 用 の 高 圧 ポ ン プ を 接 続 し 、 前 記 下 方 の ノ ズ ル を 当  
該 ノ ズ ル の ス ラ リ ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 水 平 方 向 に 向 け て 配 置 し 、 前 記 下 方  
の ノ ズ ル に ス ラ リ ー の 送 給 用 の 低 圧 ポ ン プ を 接 続 し て 、
　 前 記 撹 拌 翼 装 置 に よ り 施 工 地 盤 を 撹 拌 す る と き に 、 前 記 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト に よ り 施  
工 地 盤 を 上 下 方 向 、 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 に 撹 拌 混 合 し な が ら 、 ス ラ リ ー を 、 前 記 高 圧 ポ  
ン プ に よ り 高 圧 で 前 記 上 方 の ノ ズ ル へ 送 給 し 、 当 該 ノ ズ ル か ら 施 工 地 盤 に 向 け て 高 圧 噴 射  

請求項の数　2　（全14頁）



10

20

30

40

50

JP 7561516 B2 2024.10.4(2)

す る と と も に 、 前 記 低 圧 ポ ン プ に よ り 低 圧 で 前 記 下 方 の ノ ズ ル へ 送 給 し 、 当 該 ノ ズ ル か ら  
施 工 地 盤 に 向 け て 低 圧 噴 射 す る こ と に よ り 、 施 工 地 盤 に 対 し て ス ラ リ ー の 注 入 量 を 増 加 さ
せ 、 ス ラ リ ー の 噴 射 圧 力 を 以 っ て 施 工 地 盤 の 原 位 置 土 を ほ ぐ し つ つ 、 ス ラ リ ー を 注 入 す る 、
こ と を 特 徴 と す る 機 械 撹 拌 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
上 方 の ノ ズ ル の ス ラ リ ー の 吐 出 口 の 径 を 略 ４ ． ５ ｍ ｍ と し 、 前 記 上 方 の ノ ズ ル か ら の ス ラ  
リ ー の 噴 射 圧 力 を １ ０ М ｐ ａ － １ ５ Ｍ ｐ ａ と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 機 械 撹 拌 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 各 種 の 建 設 機 械 の 先 端 に 撹 拌 翼 装 置 及 び ノ ズ ル を 取 り 付 け て 、 ス ラ リ ー を 施  
工 地 盤 中 に 注 入 し な が ら ス ラ リ ー と 現 位 置 土 と を 撹 拌 混 合 し 、 施 工 地 盤 中 に 地 盤 改 良 体 を  
形 成 す る 機 械 撹 拌 式 地 盤 改 良 工 法 に 使 用 す る 機 械 撹 拌 工 法 に 関 し 、 特 に 、 ス ラ リ ー と 原 位  
置 土 と を 高 い 撹 拌 効 率 で 撹 拌 混 合 し 均 一 性 の 高 い 良 質 な 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 機 械 撹 拌 工  
法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 各 種 の 建 設 機 械 の 先 端 に 撹 拌 翼 装 置 及 び ノ ズ ル を 取 り 付 け て 、 セ メ ン ト と 水  
と を 含 む セ メ ン ト ス ラ リ ー を 施 工 地 盤 中 に 注 入 し な が ら 、 セ メ ン ト ス ラ リ ー と 現 位 置 土 と  
を 撹 拌 混 合 し 、 施 工 地 盤 中 に 地 盤 改 良 体 を 構 築 す る 機 械 撹 拌 式 地 盤 改 良 工 法 が 知 ら れ て い  
る 。 こ の 種 の 工 法 が 特 許 文 献 １ に よ り 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ は 撹 拌 混 合 装 置 の 管 理 シ ス テ ム に 関 す る も の で 、 こ の 文 献 １ に は 、 所 謂 W I L L
工 法 が 開 示 さ れ て い る 。
　 こ の W I L L 工 法 で は 、 バ ッ ク ホ ウ 等 の 建 設 機 械 を ベ ー ス マ シ ン と し 、 ベ ー ス マ シ ン の ア  
ー ム の 先 端 ブ ラ ケ ッ ト に 取 り 付 け た 鉛 直 方 向 に 回 動 す る 混 合 撹 拌 装 置 の 先 端 部 よ り 固 化 材  
ス ラ リ ー を 注 入 し な が ら 、 混 合 撹 拌 装 置 を 地 表 面 か ら 軟 弱 地 盤 中 に 貫 入 し 、 引 き 抜 き を 行  
い つ つ 軟 弱 土 と 固 化 材 を 撹 拌 混 合 し 、 軟 弱 地 盤 を 固 化 処 理 し て 地 盤 を 改 良 す る 。 こ の W I L  
L 工 法 で 用 い る 混 合 撹 拌 装 置 は 、 先 端 部 分 の 左 右 両 側 に 、 鉛 直 方 向 に 回 転 す る 複 数 の 撹 拌  
翼 を 有 し 、 混 合 撹 拌 装 置 を 地 中 に 貫 入 ・ 引 き 抜 き し つ つ 先 端 部 分 の 各 撹 拌 翼 を 回 転 さ せ 、  
そ の 近 傍 か ら 固 化 材 ス ラ リ ー を 注 入 す る こ と に よ っ て 、 改 良 対 象 土 と 固 化 材 を 撹 拌 混 合 す  
る よ う に な っ て い る 。
　 な お 、 こ の 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の W I L L 工 法 で は 、 撹 拌 翼 の 深 度 、 回 転  
数 、 回 転 速 度 、 掘 削 角 度 、 撹 拌 翼 の 軌 跡 や 固 化 材 ス ラ リ ー の 流 量 な ど を リ ア ル タ イ ム に 管  
理 で き る 高 性 能 の W I L L 工 法 管 理 シ ス テ ム が 導 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 こ の 種 の 工 法 は 上 記 特 許 文 献 １ の 他 、 特 許 文 献 ２ 、 ３ な ど に よ り 提 案 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 許 第 ４ ９ ５ ４ １ ６ ６ 号 公 報
【 文 献 】 特 許 第 ４ ０ ３ ８ ５ ２ ５ 号 公 報
【 文 献 】 特 許 第 ３ ９ ５ ８ ３ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 機 械 撹 拌 式 地 盤 改 良 工 法 で は 、 軟 弱 地 盤 で も 、 特 に 粘 着 力 の  
高 い 施 工 地 盤 を 改 良 す る 場 合 、 施 工 地 盤 を 十 分 に 撹 拌 す る た め に は 、 多 く の 撹 拌 時 間 が 必  
要 で 、 コ ス ト が 増 大 す る な ど 、 工 期 、 経 済 性 の 面 で 負 担 が 大 き い 、 と い う 問 題 が あ る 。 こ  
の 種 の 工 法 に お い て は 、 施 工 速 度 を 向 上 さ せ る た め に 、 単 位 時 間 当 た り の ス ラ リ ー の 注 入  
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量 を 増 加 さ せ る と と も に ス ラ リ ー と 施 工 地 盤 と の 撹 拌 効 率 （ 早 期 均 質 性 ） を 高 め て 、 短 時  
間 の 施 工 で 地 盤 改 良 体 の 良 好 な 品 質 （ 早 期 均 質 性 ） を 確 保 す る 必 要 が あ る 。 と こ ろ が 、 従  
来 の 工 法 で は 、 １ 台 の ポ ン プ 及 び 混 合 撹 拌 装 置 の 先 端 部 の ノ ズ ル を 用 い て 施 工 地 盤 中 に ス  
ラ リ ー を 注 入 し 、 先 端 の 撹 拌 翼 で ス ラ リ ー と 施 工 地 盤 と を 所 定 時 間 撹 拌 す る こ と で 、 地 盤  
改 良 体 に 一 定 の 品 質 を 得 て い る た め 、 施 工 の 高 速 化 を 達 成 す る た め に 、 ス ラ リ ー の 注 入 量  
を 増 加 し て 撹 拌 時 間 を 短 縮 し よ う と す る と 、 地 盤 改 良 体 の 強 度 が 不 足 し た り 均 質 性 が 低 下  
し た り す る な ど 地 盤 改 良 体 の 品 質 が 低 下 す る 、 と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 こ の 機 械 撹 拌 式 地 盤 改 良 工 法 で は 、 粘 性 土 地 盤 の 他 に も 、 砂 質 土 地 盤 や 砂 礫 地 盤  
な ど 多 様 な 地 盤 に 対 し て 、 工 期 の 短 縮 、 経 済 性 の 向 上 の ニ ー ズ が 高 ま っ て お り 、 砂 質 土 地  
盤 や 砂 礫 地 盤 な ど 他 の 様 々 な 施 工 地 盤 に も 、 上 記 と 同 様 の 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 こ の 種 の 機 械 撹 拌 式 地 盤 改 良  
工 法 に お い て 、 単 位 時 間 当 た り の ス ラ リ ー の 注 入 量 を 増 加 さ せ る と と も に ス ラ リ ー と 施 工  
地 盤 と の 撹 拌 効 率 を 高 め て 、 短 時 間 の 施 工 で 地 盤 改 良 体 の 良 好 な 品 質 （ 早 期 均 質 性 ） を 確  
保 す る こ と の で き る 多 方 向 ス ラ リ ー 噴 射 式 機 械 撹 拌 工 法 を 提 供 す る こ と 、 を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、
　 建 設 機 械 の 先 端 に 地 盤 撹 拌 用 の 撹 拌 翼 装 置 及 び ス ラ リ ー 噴 射 用 の ノ ズ ル を 取 り 付 け て 、  
施 工 地 盤 中 に ス ラ リ ー を 注 入 し な が ら ス ラ リ ー と 原 位 置 土 と を 撹 拌 混 合 す る 機 械 撹 拌 工 法  
に お い て 、
　 前 記 撹 拌 翼 装 置 と し て 、 建 設 機 械 の 先 端 に 回 動 軸 を 介 し て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 先  
端 に 回 転 軸 を 介 し て 垂 直 方 向 に 回 転 す る 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト を 有 し 、 前 記 一 対 の 撹 拌 翼  
ユ ニ ッ ト を そ れ ぞ れ 、 前 記 回 転 軸 の 軸 心 を 対 称 中 心 に し て 前 記 回 転 軸 の 周 囲 に ２ つ の 撹 拌  
翼 を 対 称 的 に か つ 、 前 方 か ら 見 て 、 前 記 ２ つ の 撹 拌 翼 の 一 方 を 前 方 に 向 け ら れ る 一 端 を 外  
側 に 向 け て 他 端 を 内 側 に 向 け て 斜 め に 配 置 し 、 他 方 を 後 方 に 向 け ら れ る 一 端 を 内 側 に 向 け  
て 他 端 を 外 側 に 向 け て 斜 め に 配 置 す る と と も に 、 前 記 各 撹 拌 翼 の 外 周 側 の 面 に 複 数 の 撹 拌  
爪 を 配 列 す る も の と す る 垂 直 回 転 形 式 の 撹 拌 翼 装 置 を 用 い 、
　 前 記 ノ ズ ル を 前 記 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト の 前 記 回 転 軸 の 上 方 及 び 下 方 に 設 け 、 前 記 上 方  
の ノ ズ ル を 当 該 ノ ズ ル の ス ラ リ ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 向 け て 配 置  
し 、 前 記 上 方 の ノ ズ ル に ス ラ リ ー の 送 給 用 の 高 圧 ポ ン プ を 接 続 し 、 前 記 下 方 の ノ ズ ル を 当  
該 ノ ズ ル の ス ラ リ ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 水 平 方 向 に 向 け て 配 置 し 、 前 記 下 方  
の ノ ズ ル に ス ラ リ ー の 送 給 用 の 低 圧 ポ ン プ を 接 続 し て 、
　 前 記 撹 拌 翼 装 置 に よ り 施 工 地 盤 を 撹 拌 す る と き に 、 前 記 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト に よ り 施  
工 地 盤 を 上 下 方 向 、 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 に 撹 拌 混 合 し な が ら 、 ス ラ リ ー を 、 前 記 高 圧 ポ  
ン プ に よ り 高 圧 で 前 記 上 方 の ノ ズ ル へ 送 給 し 、 当 該 ノ ズ ル か ら 施 工 地 盤 に 向 け て 高 圧 噴 射  
す る と と も に 、 前 記 低 圧 ポ ン プ に よ り 低 圧 で 前 記 下 方 の ノ ズ ル へ 送 給 し 、 当 該 ノ ズ ル か ら  
施 工 地 盤 に 向 け て 低 圧 噴 射 す る こ と に よ り 、 施 工 地 盤 に 対 し て ス ラ リ ー の 注 入 量 を 増 加 さ
せ 、 ス ラ リ ー の 噴 射 圧 力 を 以 っ て 施 工 地 盤 の 原 位 置 土 を ほ ぐ し つ つ 、 ス ラ リ ー を 注 入 す る 、
こ と を 要 旨 と す る 。
　 こ の 場 合 、 上 方 の ノ ズ ル の ス ラ リ ー の 吐 出 口 の 径 を 略 ４ ． ５ ｍ ｍ と し 、 前 記 上 方 の ノ ズ  
ル か ら の ス ラ リ ー の 噴 射 圧 力 を １ ０ М ｐ ａ － １ ５ Ｍ ｐ ａ と す る 、 こ と が 望 ま し い 。
　 な お 、 こ こ で 建 設 機 械 の 先 端 は 、 例 え ば バ ッ ク ホ ウ の 場 合 、 運 転 室 を 有 す る 旋 回 部 の 前  
部 に 前 方 に 向 け て 延 設 さ れ る ブ ー ム に 連 結 さ れ る ア ー ム の 先 端 を い い 、 一 般 の 建 設 機 械 に  
お い て 、 地 盤 撹 拌 用 の 撹 拌 翼 装 置 を 取 り 付 け る 部 分 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 機 械 撹 拌 工 法 で は 、 撹 拌 翼 装 置 に よ り 施 工 地 盤 を 撹 拌 す る と き に 、 一 対 の 撹 拌  
翼 ユ ニ ッ ト に よ り 施 工 地 盤 を 上 下 方 向 、 前 後 方 向 及 び 左 右 方 向 に 撹 拌 混 合 し な が ら 、 ス ラ  
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リ ー を 、 高 圧 ポ ン プ に よ り 高 圧 で 上 方 の ノ ズ ル へ 送 給 し 、 当 該 ノ ズ ル か ら 施 工 地 盤 に 向 け  
て 高 圧 噴 射 す る と と も に 、 低 圧 ポ ン プ に よ り 低 圧 で 下 方 の ノ ズ ル へ 送 給 し 、 当 該 ノ ズ ル か  
ら 施 工 地 盤 に 向 け て 低 圧 噴 射 す る こ と に よ り 、 施 工 地 盤 に 対 し て ス ラ リ ー の 注 入 量 を 増 加  
さ せ 、 ス ラ リ ー の 噴 射 圧 力 を 以 っ て 施 工 地 盤 の 原 位 置 土 を ほ ぐ し つ つ 、 ス ラ リ ー を 注 入 す  
る よ う に し た の で 、 一 般 に 実 施 さ れ る 機 械 撹 拌 式 地 盤 改 良 工 法 に お い て 、 単 位 時 間 当 た り  
の ス ラ リ ー の 注 入 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る と と も に ス ラ リ ー と 施 工 地 盤 と の 撹 拌 効 率  
を 高 め る こ と が で き 、 こ の ス ラ リ ー の 注 入 量 の 増 大 と 撹 拌 効 率 の 向 上 に よ り 、 短 時 間 の 施  
工 で 地 盤 改 良 体 の 良 好 な 品 質 （ 早 期 均 質 性 ） を 確 保 す る こ と が で き る 、 と い う 本 発 明 独 自  
の 格 別 な 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 多 方 向 ス ラ リ ー 噴 射 式 機 械 撹 拌 工 法 の イ メ ー ジ を  
示 す 図
【 図 ２ 】 同 工 法 に 用 い る 垂 直 回 転 形 式 の 撹 拌 翼 装 置 の 構 成 を 示 す 図 （ 正 面 図 ）
【 図 ３ 】 同 工 法 に 用 い る 垂 直 回 転 形 式 の 撹 拌 翼 装 置 の 構 成 を 示 す 図 （ 側 面 図 ）
【 図 ４ 】 同 工 法 に よ る 施 工 例 を 示 し 、 バ ッ ク ホ ウ を 施 工 地 盤 へ 移 動 し 、 撹 拌 翼 装 置 を 施 工  
地 盤 の 掘 削 撹 拌 位 置 に セ ッ ト で き る 位 置 で 停 止 し た 状 態 を 示 す 図
【 図 ５ 】 同 工 法 に よ る 施 工 例 を 示 し 、 ア ー ム を 下 降 さ せ 、 各 高 圧 ポ ン プ に よ り 各 ノ ズ ル に  
送 給 さ れ る ス ラ リ ー を 各 ノ ズ ル か ら 施 工 地 盤 に 向 け て 高 圧 噴 射 し な が ら 、 垂 直 回 転 す る 一  
対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト を 施 工 地 盤 に 垂 直 に 挿 入 す る 状 態 を 示 す 図
【 図 ６ 】 同 工 法 に よ る 施 工 例 を 示 し 、 ア ー ム を さ ら に 下 降 さ せ て 、 垂 直 回 転 す る 一 対 の 撹  
拌 翼 ユ ニ ッ ト で 施 工 地 盤 を 掘 削 、 撹 拌 し 、 各 高 圧 ポ ン プ に よ り 各 ノ ズ ル に 送 給 さ れ る ス ラ  
リ ー を 各 ノ ズ ル か ら 施 工 地 盤 中 に 高 圧 噴 射 し て 、 原 位 置 土 と ス ラ リ ー と を 撹 拌 混 合 す る 状  
態 を 示 す 図
【 図 ７ 】 同 工 法 に 用 い る 撹 拌 翼 装 置 及 び 複 数 の ノ ズ ル 、 高 圧 ポ ン プ の 作 用 を 説 明 す る た め  
の 図
【 図 ８ 】 同 工 法 の フ ィ ー ル ド 試 験 の 結 果 を 示 す 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 多 方 向 ス ラ リ ー 噴 射 式 機 械 撹 拌 工 法 （ 以 下 、 単 に  
本 工 法 と い う 。 ） に つ い て 図 を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ に 本 工 法 を 示 し 、 図 ２ 、 図 ３ に 本 工  
法 に 用 い る 撹 拌 翼 装 置 及 び 複 数 の ノ ズ ル の 構 成 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 工 法 は 、 建 設 機 械 Ｍ の 先 端 に 地 盤 撹 拌 用 の 撹 拌 翼 装 置 １ 及 び ス ラ  
リ ー 噴 射 用 の ノ ズ ル ２ を 取 り 付 け て 、 施 工 地 盤 中 に ス ラ リ ー を 注 入 し な が ら ス ラ リ ー と 原  
位 置 土 と を 撹 拌 混 合 す る 機 械 撹 拌 工 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 本 工 法 で は 、 特 に 、 複 数 の ノ ズ ル ２ を 撹 拌 翼 装 置 １ の 周 辺 に 、 各 ノ ズ ル ２ の ス  
ラ リ ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 相 互 に 異 な る 複 数 の 方 向 に 向 け て 配 置 し 、 各 ノ ズ ル  
２ に ス ラ リ ー の 送 給 用 に 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ を 接 続 し て お く 。 こ の よ う に し て 、 撹 拌 翼 装 置 １  
に よ り 施 工 地 盤 を 撹 拌 す る と き に 、 ス ラ リ ー を 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ に よ り 高 圧 で 撹 拌 翼 装 置 １  
の 周 辺 の 各 ノ ズ ル ２ へ 送 給 し 、 撹 拌 翼 装 置 １ の 周 辺 の 各 ノ ズ ル ２ か ら 施 工 地 盤 に 対 し て 多  
方 向 に 向 け て 高 圧 噴 射 す る こ と に よ り 、 施 工 地 盤 に 対 し て ス ラ リ ー の 注 入 量 を 増 加 さ せ る  
と と も に 、 ス ラ リ ー の 噴 射 圧 力 を 以 っ て 施 工 地 盤 の 原 位 置 土 を ほ ぐ す も の と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 本 工 法 を さ ら に 具 体 的 に 示 し て い る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 こ こ で は 、 建 設 機 械 Ｍ  
に バ ッ ク ホ ウ （ 以 下 、 バ ッ ク ホ ウ Ｍ と い う 。 ） を 使 用 す る 。 地 盤 撹 拌 用 の 撹 拌 翼 装 置 １ に  
、 バ ッ ク ホ ウ Ｍ の 先 端 に 回 動 軸 １ １ を 介 し て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 先 端 に 回 転 軸 １ ４  
１ を 介 し て 垂 直 方 向 に 回 転 す る 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ を 有 す る 垂 直 回 転 形 式 の 撹 拌 翼  
装 置 （ 以 下 、 撹 拌 翼 装 置 １ と い う 。 ） を 用 い る 。 そ し て 、 複 数 の ノ ズ ル ２ の す べ て を 、 撹  
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拌 翼 装 置 １ の 周 辺 と し て 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ の 回 転 軸 １ ４ １ の 上 方 及 び 下 方 に 、 ス  
ラ リ ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 垂 直 方 向 及 び 略 水 平 方 向 に 向 け て 配 置 す る 。 こ の  
場 合 、 複 数 の ノ ズ ル ２ を 少 な く と も ２ 個 の ノ ズ ル ２ を １ ユ ニ ッ ト と し て 複 数 ユ ニ ッ ト に よ  
り 構 成 し 、 １ ユ ニ ッ ト 毎 に １ 台 の 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ 又 は 低 圧 ポ ン プ ３ Ｌ を 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で バ ッ ク ホ ウ Ｍ は 一 般 に 知 ら れ て い る も の で 、 下 部 の ク ロ ー ラ 式 の 走 行 機 械 Ｍ １ と  
、 運 転 室 、 各 種 の 駆 動 部 な ど を 有 す る 上 部 の 旋 回 部 Ｍ ２ と か ら な り 、 旋 回 部 Ｍ ２ に ブ ー ム  
ａ 、 ア ー ム ｂ を 備 え る 。 こ の 場 合 、 ブ ー ム ａ は 旋 回 部 Ｍ ２ に 回 動 軸 （ 図 示 省 略 ） を 介 し て  
回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 旋 回 部 Ｍ ２ と ブ ー ム ａ の 中 間 部 と の 間 に ブ ー ム シ リ ン ダ ａ ２ が 連 結  
さ れ て 、 ブ ー ム ａ は ブ ー ム シ リ ン ダ ａ ２ の 伸 縮 に よ り 旋 回 部 Ｍ ２ と ブ ー ム ａ と の 間 の 回 動  
軸 を 中 心 に し て 回 動 可 能 に な っ て い る 。 ア ー ム ｂ は ブ ー ム ａ の 先 端 部 に 回 動 軸 ｂ １ を 介 し  
て 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 ブ ー ム ａ の 中 間 部 と ア ー ム ｂ の 基 端 部 と の 間 に ア ー ム シ リ ン ダ ｂ  
２ が 連 結 さ れ て 、 ア ー ム ｂ は ア ー ム シ リ ン ダ ｂ ２ の 伸 縮 に よ り ブ ー ム ａ と ア ー ム ｂ と の 間  
の 回 動 軸 ｂ １ を 中 心 に し て 回 動 可 能 に な っ て い る 。 こ の ア ー ム ｂ の 先 端 部 が 前 述 の 建 設 機  
械 の 先 端 、 こ の 場 合 、 バ ッ ク ホ ウ Ｍ の 先 端 で あ る 。 こ の ア ー ム ｂ の 先 端 に 回 動 軸 １ １ を 介  
し て 垂 直 回 転 形 式 の 撹 拌 翼 装 置 １ が 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 ア ー ム ｂ の 中 間 部 と こ の 撹 拌 翼  
装 置 １ の 基 端 部 と の 間 に 撹 拌 翼 装 置 シ リ ン ダ １ ２ が 連 結 さ れ て 、 撹 拌 翼 装 置 １ は 撹 拌 翼 装  
置 シ リ ン ダ １ ２ の 伸 縮 に よ り ア ー ム ｂ と 撹 拌 翼 装 置 １ と の 間 の 回 動 軸 １ １ を 中 心 に し て 回  
動 可 能 で 、 施 工 地 盤 に 対 し て 垂 直 上 下 方 向 に 駆 動 で き る よ う に な っ て い る 。 な お 、 撹 拌 翼  
装 置 １ の 回 動 軸 １ １ は 、 撹 拌 翼 装 置 １ に よ る 施 工 地 盤 の 掘 削 の 際 に 、 施 工 地 盤 に 対 し て 平  
行 と な る よ う に 、 ア ー ム ｂ の 先 端 と 撹 拌 翼 装 置 １ １ と の 間 に 挿 着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 こ こ で 垂 直 回 転 形 式 の 撹 拌 翼 装 置 １ は 、 Ｗ Ｉ Ｌ Ｌ 工 法 に お い て 一 般 に 用 い ら れ る  
も の で 、 こ の 撹 拌 翼 装 置 １ を 図 ２ 、 図 ３ に 拡 大 し て 示 し て い る 。 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に  
、 垂 直 回 転 形 式 の 撹 拌 翼 装 置 １ は 、 縦 長 の 上 部 支 持 ア ー ム １ ０ １ と 、 縦 長 の 下 部 支 持 ア ー  
ム １ ０ ２ と 、 左 右 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 部 支 持 ア ー ム １ ０ １ の 上 部 に は 油 圧 モ ー タ １ ３ が 設 置 さ れ 、 油 圧 モ ー タ １ ３ の 駆 動 軸  
に 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト （ 図 示 省 略 ） が 取 り 付 け ら れ る 。 上 部 支 持 ア ー ム １ ０ １ と 下 部 支 持 ア  
ー ム １ ０ ２ と の 接 続 部 に 中 間 軸 （ 図 示 省 略 ） が 挿 通 さ れ 、 中 間 軸 に 中 間 ス プ ロ ケ ッ ト （ 図  
示 省 略 ） が 取 り 付 け ら れ る 。 下 部 支 持 ア ー ム １ ０ ２ の 下 部 に 左 右 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １  
４ の た め の 左 回 転 軸 １ ４ １ Ｌ 及 び 右 回 転 軸 １ ４ １ Ｒ が 一 体 に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ て な る 回  
転 軸 １ ４ １ が 挿 通 さ れ 、 こ の 回 転 軸 １ ４ １ に 従 動 ス プ ロ ケ ッ ト （ 図 示 省 略 ） が 取 り 付 け ら  
れ る 。 こ の よ う に し て 油 圧 モ ー タ １ ３ の 駆 動 軸 の 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト と 中 間 軸 の 中 間 ス プ ロ  
ケ ッ ト と の 間 に 無 端 チ ェ ー ン （ 図 示 省 略 ） が 巻 き 架 け ら れ 、 中 間 軸 の 中 間 ス プ ロ ケ ッ ト と  
回 転 軸 １ ４ １ の 従 動 ス プ ロ ケ ッ ト と の 間 に 無 端 チ ェ ー ン （ 図 示 省 略 ） が 巻 き 架 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 左 右 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ は そ れ ぞ れ 、 左 回 転 軸 １ ４ １ Ｌ 、 右 回 転 軸 １ ４ １ Ｒ の 軸  
心 を 対 称 中 心 に し て 各 回 転 軸 １ ４ １ Ｌ 、 １ ４ １ Ｒ の 周 囲 に ２ つ の 撹 拌 翼 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ が  
対 称 的 に 配 置 さ れ て な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 左 側 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ は 一 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ａ の 外 周 側 の 面 に 複 数 の 撹 拌 爪 １ ５ ２ が  
外 側 か ら 内 側 に 向 か っ て 斜 め に 配 列 さ れ 、 他 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ｂ の 外 周 側 の 面 に 複 数 の 撹 拌  
爪 １ ５ ２ が 内 側 か ら 外 側 に 向 か っ て 斜 め に 配 列 さ れ る 。 こ の 場 合 、 左 回 転 軸 １ ４ １ Ｌ に 円  
形 の 取 付 部 １ ４ ２ Ｌ が 設 け ら れ 、 こ の 取 付 部 １ ４ ２ Ｌ に 撹 拌 翼 支 持 プ レ ー ト １ ４ ３ Ｌ が 両  
端 を 取 付 部 １ ４ ２ Ｌ の 外 周 か ら 突 出 さ れ て 取 り 付 け ら れ る 。 ２ つ の 撹 拌 翼 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ  
は そ れ ぞ れ 、 断 面 円 弧 状 の 翼 形 の 台 座 １ ５ １ と 、 台 座 １ ５ １ の 外 側 の 面 に 等 間 隔 に 突 設 さ  
れ る 複 数 の 撹 拌 爪 １ ５ ２ と か ら な る 。 一 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ａ は 、 撹 拌 翼 支 持 プ レ ー ト １ ４ ３  
Ｌ の 一 端 に 外 側 か ら 内 側 に 向 け て 斜 め に 取 り 付 け ら れ て 、 台 座 １ ５ １ 上 で 複 数 の 撹 拌 爪 １  
５ ２ が 外 側 か ら 内 側 に 向 け て 斜 め に 配 列 さ れ る 。 他 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ｂ は 撹 拌 翼 支 持 プ レ ー  
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ト １ ４ ３ Ｌ の 他 端 に 内 側 か ら 外 側 に 向 け て 斜 め に 取 り 付 け ら れ て 、 台 座 １ ５ １ 上 で 複 数 の  
撹 拌 爪 １ ５ ２ が 内 側 か ら 外 側 に 向 け て 斜 め に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 右 側 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ は 一 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ａ の 外 周 側 の 面 に 複 数 の 撹 拌 爪 １ ５ ２ が  
外 側 か ら 内 側 に 向 か っ て 斜 め に 配 列 さ れ 、 他 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ｂ の 外 周 側 の 面 に 複 数 の 撹 拌  
爪 １ ５ ２ が 内 側 か ら 外 側 に 向 か っ て 斜 め に 配 列 さ れ る 。 こ の 場 合 、 右 回 転 軸 １ ４ １ Ｒ に 円  
形 の 取 付 部 １ ４ ２ Ｒ が 設 け ら れ 、 こ の 取 付 部 １ ４ ２ Ｒ に 撹 拌 翼 支 持 プ レ ー ト １ ４ ３ Ｒ が 両  
端 を 取 付 部 １ ４ ２ Ｒ の 外 周 か ら 突 出 さ れ て 取 り 付 け ら れ る 。 ２ つ の 撹 拌 翼 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ  
は そ れ ぞ れ 、 断 面 円 弧 状 の 翼 形 の 台 座 １ ５ １ と 、 台 座 １ ５ １ の 外 側 の 面 に 等 間 隔 に 突 設 さ  
れ る 複 数 の 撹 拌 爪 １ ５ ２ と か ら な る 。 一 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ａ は 、 撹 拌 翼 支 持 プ レ ー ト １ ４ ３  
Ｒ の 一 端 に 外 側 か ら 内 側 に 向 け て 斜 め に 取 り 付 け ら れ て 、 台 座 １ ５ １ 上 で 複 数 の 撹 拌 爪 １  
５ ２ が 外 側 か ら 内 側 に 向 け て 斜 め に 配 列 さ れ る 。 他 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ｂ は 撹 拌 翼 支 持 プ レ ー  
ト １ ４ ３ Ｒ の 他 端 に 内 側 か ら 外 側 に 向 け て 斜 め に 取 り 付 け ら れ て 、 台 座 １ ５ １ 上 で 複 数 の  
撹 拌 爪 １ ５ ２ が 内 側 か ら 外 側 に 向 け て 斜 め に 配 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に し て 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 複 数 の 撹 拌 爪 １ ５ ２ が 外 側 か ら 内 側 に 向  
け て 斜 め に 配 列 さ れ た 一 対 の 撹 拌 翼 １ ５ ａ 、 複 数 の 爪 １ ５ ２ が 内 側 か ら 外 側 に 向 か っ て 斜  
め に 配 設 さ れ た 一 対 の 撹 拌 翼 １ ５ ｂ が 、 そ れ ぞ れ 、 下 部 支 持 ア ー ム １ ０ ２ の 先 端 に 水 平 方  
向 に 配 置 さ れ る 回 転 軸 １ ４ １ に 垂 直 方 向 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て 、 垂 直 回 転 形 式 に 構  
成 さ れ る 。 か く し て 、 油 圧 モ ー タ １ ３ の 回 転 駆 動 に よ り 、 油 圧 モ ー タ １ ３ の 駆 動 軸 が 回 転  
さ れ る と 、 こ の 回 転 が 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト 、 中 間 ス プ ロ ケ ッ ト 間 の 無 端 チ ェ ー ン を 介 し て 中  
間 軸 に 伝 達 さ れ て 、 中 間 軸 が 回 転 さ れ 、 こ の 中 間 軸 の 回 転 が 中 間 ス プ ロ ケ ッ ト 、 従 動 ス プ  
ロ ケ ッ ト 間 の 無 端 チ ェ ー ン を 介 し て 回 転 軸 １ ４ １ に 伝 達 さ れ て 、 左 右 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ  
ト １ ４ が 垂 直 上 下 方 向 に 回 転 駆 動 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 撹 拌 翼 装 置 １ に は 、 本 工 法 で の 使 用 に 当 た り 、 上 部 支 持 ア ー ム １ ０ １ 及 び  
下 部 支 持 ア ー ム １ ０ ２ の 各 正 面 縁 部 に 、 こ の 正 面 縁 部 に 沿 っ て ホ ー ス を 配 置 可 能 に 、 複 数  
の ホ ー ス 止 め 金 具 １ ６ を 設 置 す る 。 こ の 場 合 、 ホ ー ス 止 め 金 具 １ ６ は 、 断 面 略 逆 Ｕ 字 形 の  
ブ ロ ッ ク 状 の 金 具 を 用 い た が 、 ホ ー ス を 挿 通 保 持 可 能 で あ れ ば 、 筒 形 形 状 な ど 、 ど の よ う  
な 形 状 の も の で あ っ て も よ い 。 併 せ て 、 下 部 支 持 ア ー ム １ ０ ２ の 正 面 縁 部 で 上 下 方 向 中 間  
部 及 び 底 部 に ノ ズ ル 取 付 部 １ ７ Ａ 、 １ ７ Ｂ を 設 置 す る 。 こ の 場 合 、 上 下 方 向 中 間 部 の ノ ズ  
ル 取 付 部 １ ７ Ａ は 、 左 右 両 側 に 下 部 に ノ ズ ル 挿 着 口 を 有 す る ノ ズ ル 装 着 部 １ ７ １ を 備 え 、  
中 央 に 上 部 に ホ ー ス 連 結 口 を 有 し 左 右 の 各 ノ ズ ル 装 着 部 １ ７ １ に 連 通 す る ホ ー ス 連 結 部 １  
７ ２ を 備 え る 。 こ の ノ ズ ル 取 付 部 １ ７ Ａ を 下 部 支 持 ア ー ム １ ０ ２ の 正 面 縁 部 上 下 方 向 中 間  
部 に こ の 正 面 縁 部 の 左 右 両 側 に 跨 っ て 設 置 す る 。 以 下 、 こ の ノ ズ ル 取 付 部 １ ７ Ａ を 上 方 の  
ノ ズ ル 取 付 部 １ ７ Ａ と い う 。 ま た 、 底 部 の ノ ズ ル 取 付 部 １ ７ Ｂ は 、 左 右 両 側 に 左 右 両 側 方  
に 向 け て ノ ズ ル 挿 着 口 を 有 す る ノ ズ ル 装 着 部 １ ７ ３ を 備 え 、 中 央 に 正 面 部 に ホ ー ス 連 結 口  
を 有 し 左 右 の 各 ノ ズ ル 装 着 部 １ ７ ３ に 連 通 す る ホ ー ス 連 結 部 １ ７ ４ を 備 え る 。 こ の ノ ズ ル  
取 付 部 １ ７ Ｂ を 下 部 支 持 ア ー ム の 正 面 縁 部 底 部 に こ の 正 面 縁 部 の 左 右 両 側 に 跨 っ て 設 置 す  
る 。 以 下 、 こ の ノ ズ ル 取 付 部 １ ７ Ｂ を 下 方 の ノ ズ ル 取 付 部 １ ７ Ｂ と い う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 撹 拌 翼 装 置 １ に 複 数 の ノ ズ ル ２ を 装 着 す る 。 こ の 場 合 、 各 ノ ズ ル ２ に 、 施 工  
地 盤 の 性 状 に 応 じ て 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ の 圧 力 と と も に 定 め る 所 定 の 径 を 有 す る 断 面 円 形 又 は  
断 面 楕 円 形 の 吐 出 口 を 有 す る も の を 採 用 す る 。 な お 、 こ こ で は 、 本 工 法 の １ 施 工 例 と し て  
、 断 面 円 形 の 吐 出 口 を 有 す る も の を 用 い る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 本 工 法 の １ 施 工 例 と し て 、  
４ 個 の ノ ズ ル ２ を 用 い 、 ２ 個 の ノ ズ ル ２ を １ ユ ニ ッ ト と し て ２ ユ ニ ッ ト の 構 成 と す る 。 そ  
し て 、 ま ず 、 １ ユ ニ ッ ト ２ 個 の ノ ズ ル ２ を 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ の 回 転 軸 １ ４ １ の 上  
方 と し て 下 部 支 持 ア ー ム １ ０ ２ の 正 面 縁 部 上 下 方 向 中 間 部 に 取 り 付 け る 。 こ の 場 合 、 下 部  
支 持 ア ー ム １ ０ ２ の 正 面 縁 部 上 下 方 向 中 間 部 に 設 置 し た 上 方 の ノ ズ ル 取 付 部 １ ７ Ａ の 左 右  
両 側 の ノ ズ ル 装 着 部 １ ７ １ に 下 部 の 各 ノ ズ ル 挿 着 口 か ら 、 ２ 個 の ノ ズ ル ２ を 、 ス ラ リ ー の  
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噴 射 方 向 を 略 垂 直 方 向 に 、 こ の 場 合 、 特 に 回 転 軸 １ ４ １ の 少 し 前 方 に 向 け て 、 装 着 す る 。  
以 下 、 こ の ノ ズ ル ２ を 上 方 の ノ ズ ル ２ と い う 。 次 い で 、 １ ユ ニ ッ ト ２ 個 の ノ ズ ル ２ を 回 転  
軸 １ ４ １ の 下 方 と し て 下 部 支 持 ア ー ム １ ０ ２ の 正 面 縁 部 底 部 に 取 り 付 け る 。 こ の 場 合 、 下  
部 支 持 ア ー ム １ ０ ２ の 正 面 縁 部 底 部 に 設 置 し た 下 方 の ノ ズ ル 取 付 部 １ ７ Ｂ の 左 右 両 側 の ノ  
ズ ル 装 着 部 １ ７ ３ に 側 方 の ノ ズ ル 挿 着 口 か ら 、 ２ 個 の ノ ズ ル ２ を 、 ス ラ リ ー の 噴 射 方 向 を  
左 右 に 略 水 平 方 向 に 向 け て 、 装 着 す る 。 以 下 、 こ の ノ ズ ル ２ を 下 方 の ノ ズ ル ２ と い う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 こ れ ら 上 方 、 下 方 の ノ ズ ル ２ に ２ 個 の ノ ズ ル １ ユ ニ ッ ト 毎 に １ 台 の ポ ン プ ３ Ｈ  
、 ３ Ｌ を 接 続 す る 。 こ の 場 合 、 本 工 法 の １ 施 工 例 と し て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 施 工 現 場 に  
は 、 上 方 の ノ ズ ル ２ 用 に １ 台 の 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ を 、 下 方 の ノ ズ ル ２ 用 に １ 台 の 低 圧 ポ ン プ  
３ Ｌ を 、 バ ッ チ ャ ー プ ラ ン ト 、 セ メ ン ト サ イ ロ な ど か ら な る ス ラ リ ー 供 給 装 置 ４ な ど と と  
も に 、 設 置 し 、 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ （ 吸 引 側 ） 、 低 圧 ポ ン プ ３ Ｌ （ 吸 引 側 ） を 各 別 に ２ 系 統 の  
ホ ー ス ３ １ に よ り ス ラ リ ー 供 給 装 置 ４ に 接 続 し て あ る 。 そ し て 、 上 方 、 下 方 の 各 ２ 個 の ノ  
ズ ル ２ を ２ 系 統 の ホ ー ス ３ ２ で 、 上 方 の 各 ノ ズ ル ２ と 上 方 の ノ ズ ル ２ 用 の １ 台 の 高 圧 ポ ン  
プ ３ Ｈ （ の 吐 出 側 ） と を 、 下 方 の 各 ２ 個 の ノ ズ ル ２ と 下 方 の ノ ズ ル ２ 用 の １ 台 の 低 圧 ポ ン  
プ ３ Ｌ （ の 吐 出 側 ） と を 、 そ れ ぞ れ 、 接 続 す る 。 こ の 場 合 、 上 方 の ノ ズ ル ２ 用 の 高 圧 ポ ン  
プ ３ Ｈ に 接 続 し た ホ ー ス ３ ２ を バ ッ ク ホ ウ Ｍ の 後 部 側 か ら 撹 拌 翼 装 置 １ に 向 け て 延 ば し 、  
上 方 の ノ ズ ル 取 付 部 １ ７ Ａ 中 央 の ホ ー ス 連 結 部 １ ７ ２ に 上 部 の ホ ー ス 連 結 口 か ら 連 結 し て  
、 上 方 の ノ ズ ル 取 付 部 １ ７ Ａ 左 右 の 各 ノ ズ ル 装 着 部 １ ７ １ に 装 着 し た 各 ノ ズ ル ２ に 接 続 す  
る 。 ま た 、 下 方 の ノ ズ ル ２ 用 の 低 圧 ポ ン プ ３ Ｌ に 接 続 し た ホ ー ス ３ ２ を バ ッ ク ホ ウ Ｍ の 後  
部 側 か ら 撹 拌 翼 装 置 １ に 向 け て 延 ば し 、 上 部 支 持 ア ー ム １ ０ １ 、 下 部 支 持 ア ー ム １ ０ ２ の  
正 面 縁 部 に 沿 っ て 正 面 縁 部 の 各 ホ ー ス 止 め 金 具 １ ６ に 通 し て 這 わ せ 、 下 部 の ノ ズ ル 取 付 部  
１ ７ Ｂ 中 央 の ホ ー ス 連 結 部 １ ７ ４ に 正 面 部 の ホ ー ス 連 結 口 か ら 連 結 し て 、 下 部 の ノ ズ ル 取  
付 部 １ ７ Ｂ 左 右 の 各 ノ ズ ル 装 着 部 １ ７ ３ に 装 着 し た 各 ノ ズ ル ２ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 本 工 法 で は 、 １ 施 工 例 と し て 、 ２ ポ ン プ ４ ノ ズ ル の 構 成 で 施 工 を 行 う よ う に  
し た 。 特 に 、 こ の 構 成 で は 、 回 転 軸 １ ４ １ の 上 方 に 配 置 す る 各 ノ ズ ル ２ の ス ラ リ ー の 噴 射  
方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 向 け て 、 こ の 場 合 、 特 に 回 転 軸 １ ４ １ の 少 し 前 方 に  
向 け て 、 こ れ ら の ノ ズ ル ２ に ス ラ リ ー を 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ に よ り 高 圧 で 送 給 す る 。 回 転 軸 １  
４ １ の 下 方 に 配 置 す る 各 ノ ズ ル ２ に お い て は ス ラ リ ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 水  
平 方 向 に 向 け て 、 こ れ ら の ノ ズ ル ２ に ス ラ リ ー を 低 圧 ポ ン プ ３ Ｌ に よ り 低 圧 で 送 給 す る 。  
こ の よ う に し て 回 転 軸 １ ４ １ の 上 方 に 配 置 す る 各 ノ ズ ル ２ に 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ に よ り 高 圧 で  
送 給 す る ス ラ リ ー を こ れ ら の ノ ズ ル ２ か ら 施 工 地 盤 に 対 し て 略 垂 直 方 向 へ 高 圧 噴 射 す る 。  
併 せ て 、 回 転 軸 １ ４ １ の 下 方 に 配 置 す る 各 ノ ズ ル ２ に 低 圧 ポ ン プ ３ Ｌ に よ り 低 圧 で 送 給 す  
る ス ラ リ ー を こ れ ら の ノ ズ ル ２ か ら 施 工 地 盤 に 対 し て 略 水 平 方 向 へ 低 圧 噴 射 す る 。 こ れ ら  
ノ ズ ル ２ か ら ス ラ リ ー を 両 方 向 へ 高 圧 噴 射 、 低 圧 噴 射 を 組 み 合 わ せ て 注 入 さ せ る 。 こ の よ  
う に し て 本 工 法 に よ る ス ラ リ ー の 施 工 地 盤 に 対 す る 多 方 向 高 圧 噴 射 方 式 に よ り 、 施 工 地 盤  
に 対 し て ス ラ リ ー の 注 入 量 を 従 来 に 比 べ て 増 加 す る 。 併 せ て 、 増 量 さ せ た ス ラ リ ー の 噴 射  
圧 力 の エ ネ ル ギ ー を 施 工 地 盤 の 原 位 置 土 を ほ ぐ す 手 段 と し て 利 用 し 、 撹 拌 翼 装 置 １ の 撹 拌  
性 能 を 向 上 さ せ る 。
　 な お 、 各 ノ ズ ル ２ の ス ラ リ ー の 吐 出 口 、 各 ノ ズ ル ２ か ら の ス ラ リ ー の 噴 射 圧 力 及 び 注 入  
速 度 （ 噴 射 量 ） 、 各 ノ ズ ル ２ か ら の ス ラ リ ー の 噴 射 方 向 は 、 予 め 行 う フ ィ ー ル ド 試 験 の 結  
果 に よ り 適 切 な 仕 様 を 決 定 し 、 種 々 に 変 更 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 本 工 法 の １ 施 工 例 を 示 し て い る 。
　 な お 、 こ こ で は 、 予 め 行 う フ ィ ー ル ド 試 験 の 結 果 か ら 、 特 に 上 部 噴 射 に つ い て 、 各 ノ ズ  
ル ２ の ス ラ リ ー の 吐 出 口 を ４ ． ５ ｍ ｍ 径 の 円 形 と す る 。 各 ノ ズ ル ２ か ら の ス ラ リ ー の 噴 射  
圧 力 を 従 来 の １ Ｍ Ｐ ａ か ら １ ０ Ｍ Ｐ ａ に 上 げ る 。 各 ノ ズ ル ２ か ら の ス ラ リ ー の 噴 射 量 を 従  
来 の ２ ４ ０ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ か ら ４ ０ ０ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ （ 上 部 噴 射 量 １ ６ ０ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ 、 下 部 噴 射 量  
２ ４ ０ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ ） に 増 量 す る 。 ス ラ リ ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 垂 直 方 向 と し  
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、 こ の 場 合 、 撹 拌 翼 装 置 １ の 中 心 方 向 で 回 転 軸 １ ４ １ の ３ ｃ ｍ 程 前 方 に 向 け る 。
　 ま ず 、 こ の 施 工 例 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 バ ッ ク ホ ウ М を 施 工 地 盤 へ 移 動 さ せ 、 撹 拌  
翼 装 置 １ を 施 工 地 盤 の 掘 削 撹 拌 位 置 に セ ッ ト で き る 位 置 で 停 止 さ せ る 。 続 い て 、 図 ５ に 示  
す よ う に 、 ア ー ム ｂ を 適 宜 移 動 し て 撹 拌 翼 装 置 １ を 施 工 地 盤 の 撹 拌 位 置 に 保 持 す る 。 こ こ  
で 、 油 圧 モ ー タ １ ３ を 駆 動 し て 、 左 右 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ を 回 転 さ せ な が ら 、 ア ー  
ム ｂ を 下 降 さ せ て 、 左 右 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ を 施 工 地 盤 に 押 し 込 み 挿 入 す る 。 こ の  
と き 併 せ て 、 バ ッ ク ホ ウ Ｍ 外 部 の 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ 、 低 圧 ポ ン プ ３ Ｌ （ 図 ４ 参 照 ） を 作 動 さ  
せ て 、 ス ラ リ ー 供 給 装 置 ４ （ 図 ４ 参 照 ） か ら ス ラ リ ー を 増 量 し て 高 圧 と 低 圧 の 組 み 合 わ せ  
で ４ 個 の ノ ズ ル ２ に 送 給 す る 。 こ の よ う に し て 下 部 支 持 ア ー ム １ ０ ２ の 上 方 の 各 ノ ズ ル ２  
か ら ス ラ リ ー を 施 工 地 盤 に 向 け て 略 垂 直 方 向 に 、 こ の 場 合 、 撹 拌 翼 装 置 １ の 上 部 か ら 撹 拌  
翼 装 置 １ の 中 心 方 向 で 回 転 軸 １ ４ １ の 少 し （ ３ ｃ ｍ 程 度 ） 前 方 に 向 け て 高 圧 噴 射 し 、 下 部  
支 持 ア ー ム １ ０ ２ の 下 方 の 各 ノ ズ ル ２ か ら ス ラ リ ー を 施 工 地 盤 に 対 し て 左 右 略 水 平 方 向 に  
低 圧 噴 射 す る 。 こ れ ら ノ ズ ル ２ か ら の ス ラ リ ー の 高 圧 噴 射 、 低 圧 噴 射 に よ り 、 施 工 地 盤 が  
ほ ぐ さ れ 、 左 右 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ を 施 工 地 盤 に 挿 入 し や す く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ し て 、 こ の 施 工 例 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ア ー ム ｂ の 下 降 に よ り 各 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト  
１ ４ を 施 工 地 盤 中 に 垂 直 に 挿 入 し て い き 、 垂 直 方 向 に 回 転 す る 各 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ で 原  
位 置 土 を 掘 削 し つ つ ス ラ リ ー と 撹 拌 混 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 場 合 、 各 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ の 垂 直 方 向 の 回 転 に よ る 施 工 地 盤 の 掘 削 、 撹 拌 と 、 高  
圧 ポ ン プ ３ Ｈ 、 低 圧 ポ ン プ ３ Ｌ に よ り 各 ノ ズ ル ２ か ら 施 工 地 盤 中 に 高 圧 噴 射 、 低 圧 噴 射 さ  
れ る ス ラ リ ー と に よ り 、 原 位 置 土 と ス ラ リ ー は 、 次 の よ う に 撹 拌 混 合 さ れ る 。
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 各 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 一 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ａ に 外 側 か ら 内 側 に 向  
か っ て 斜 め に 複 数 の 撹 拌 爪 １ ５ ２ が 配 列 さ れ て い る こ と で 、 一 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ａ の 回 転 と  
と も に 、 原 位 置 土 が 上 下 及 び 前 後 に 撹 拌 さ れ な が ら 外 側 か ら 内 側 に 向 け て 動 い て い く 。 ま  
た 、 各 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ は 、 他 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ｂ に 内 側 か ら 外 側 に 向 か っ て 斜 め に 複 数  
の 撹 拌 爪 １ ５ ２ が 配 列 さ れ て い る こ と で 、 他 方 の 撹 拌 翼 １ ５ ｂ の 回 転 と と も に 、 原 位 置 土  
は 上 下 及 び 前 後 に 撹 拌 さ れ な が ら 内 側 か ら 外 側 に 向 け て 動 い て い く 。 こ れ に 加 え て 、 回 転  
軸 １ ４ １ に 対 し て 上 方 の 各 ノ ズ ル ２ か ら ス ラ リ ー が 垂 直 方 向 に 、 こ の 場 合 、 撹 拌 翼 装 置 １  
の 中 心 方 向 で 回 転 軸 １ ４ １ の 少 し （ ３ ｃ ｍ 程 度 ） 前 方 に 高 圧 噴 射 さ れ る と と も に 、 回 転 軸  
１ ４ １ に 対 し て 下 方 の 各 ノ ズ ル ２ か ら ス ラ リ ー が 左 右 に 略 水 平 方 向 に 低 圧 噴 射 さ れ る こ と  
に よ り 、 こ の ス ラ リ ー の 噴 射 エ ネ ル ギ ー で 施 工 地 盤 が ほ ぐ さ れ て 、 各 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４  
に よ る 施 工 地 盤 の 撹 拌 性 能 が 向 上 し 、 施 工 地 盤 は 上 下 、 前 後 、 左 右 に 十 分 に 撹 拌 さ れ 、 増  
量 し た ス ラ リ ー と 満 遍 な く 撹 拌 混 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 施 工 地 盤 中 を 所 定 の 深 さ ま で 原 位 置 土 と ス ラ リ ー を 撹 拌 混 合 し た ら 、 ア ー ム ｂ  
を 上 昇 さ せ て 各 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ を 施 工 地 盤 上 に 引 き 上 げ る 。 こ の よ う な 掘 削 、 撹 拌 工  
程 を 繰 り 返 し 、 施 工 地 盤 の 改 良 を 行 な う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に こ の 施 工 例 で は 、 ２ ポ ン プ ４ ノ ズ ル の 構 成 で 施 工 を 行 う こ と に よ り 、 単 位 時  
間 当 た り の ス ラ リ ー の 噴 射 量 を 従 来 の ２ ４ ０ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ か ら ４ ０ ０ Ｌ ／ ｍ ｉ ｎ に 大 幅 に 増  
加 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 上 方 の 各 ノ ズ ル ２ の 径 を ４ ． ５ ｍ ｍ と し 、 ２ ポ ン プ ４ ノ  
ズ ル の う ち 特 に 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ 、 上 方 の 各 ノ ズ ル ２ か ら の 噴 射 エ ネ ル ギ ー （ 噴 射 圧 力 ） を  
従 来 の １ Ｍ Ｐ ａ か ら １ ０ Ｍ Ｐ ａ に 上 げ て 、 さ ら に 、 特 に 上 方 の 各 ノ ズ ル ２ の ス ラ リ ー 噴 射  
方 向 を 撹 拌 翼 装 置 １ の 中 心 方 向 で 回 転 軸 １ ４ １ の ３ ｃ ｍ 前 方 に 向 け た こ と で 、 施 工 地 盤 の  
撹 拌 効 率 を 従 来 に 比 べ て 大 幅 に 高 め る こ と が で き る 。 こ の よ う に 本 工 法 で は 、 複 数 ポ ン プ  
複 数 ノ ズ ル の 構 成 で 施 工 を 行 う こ と で 、 単 位 時 間 当 た り の ス ラ リ ー の 注 入 量 を 従 来 の 注 入  
量 の １ ． ５ 倍 か ら ２ ． ０ 倍 程 度 に 増 加 さ せ る と と も に 、 各 ノ ズ ル ２ の 径 を 変 化 さ せ 、 複 数  
ポ ン プ 複 数 ノ ズ ル か ら の 噴 射 エ ネ ル ギ ー （ 噴 射 圧 力 ） を １ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 に 上 げ る こ と で 、  
ス ラ リ ー と 施 工 地 盤 と の 撹 拌 効 率 （ 早 期 均 質 性 ） を 高 め る こ と が で き る の で 、 短 時 間 の 施  
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工 で 地 盤 改 良 体 の 良 好 な 品 質 、 す な わ ち 、 早 期 均 質 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 図 ８ に 本 工 法 の フ ィ ー ル ド 試 験 の 結 果 を 示 す 。 こ の 試 験 の 結 果 か ら 、 本 工 法 に よ  
れ ば 、 従 来 の 工 法 と 比 較 し て 施 工 速 度 を １ ． ６ ７ 倍 に し た 場 合 で も 、 従 来 の 工 法 と 同 等 の  
品 質 を 確 保 で き る こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 工 法 で は 、 撹 拌 翼 装 置 １ に よ り 施 工 地 盤 を 撹 拌 す る と き に 、 ス  
ラ リ ー を 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ に よ り 高 圧 で 撹 拌 翼 装 置 １ の 周 辺 の 複 数 の ノ ズ ル ２ へ 送 給 し 、 こ  
れ ら 各 ノ ズ ル ２ か ら 施 工 地 盤 に 対 し て 多 方 向 に 向 け て 高 圧 噴 射 す る 。 こ の よ う に し て 施 工  
地 盤 に 対 し て ス ラ リ ー の 注 入 量 を 増 加 さ せ る と と も に 、 ス ラ リ ー の 噴 射 圧 力 を 以 っ て 施 工  
地 盤 の 原 位 置 土 を ほ ぐ す よ う に し た の で 、 一 般 に 実 施 さ れ る 機 械 撹 拌 式 地 盤 改 良 工 法 に お  
い て 、 単 位 時 間 当 た り の ス ラ リ ー の 注 入 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き る と と も に ス ラ リ ー と  
施 工 地 盤 と の 撹 拌 効 率 を 高 め る こ と が で き 、 こ の ス ラ リ ー の 注 入 量 の 増 大 と 撹 拌 効 率 の 向  
上 に よ り 、 短 時 間 の 施 工 で 地 盤 改 良 体 の 良 好 な 品 質 （ 早 期 均 質 性 ） を 確 保 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 工 法 で は 、 １ 施 工 例 で 例 示 し た よ う に 、 ４ 個 の ノ ズ ル ２ を 、 ２ 個 の ノ ズ ル ２ を  
１ ユ ニ ッ ト と し て ２ ユ ニ ッ ト に よ り 構 成 し 、 １ ユ ニ ッ ト 毎 に 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ 、 低 圧 ポ ン プ  
３ Ｌ を 接 続 す る こ と で 、 通 常 使 用 す る 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ や 低 圧 ポ ン プ ３ Ｌ を そ の ま ま 用 い る  
こ と が で き 、 コ ス ト を 低 く 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 こ の 施 工 例 で は 、 地 盤 撹 拌 用 の 撹 拌 翼 装 置 に 、 バ ッ ク ホ ウ Ｍ の 先 端 に 回 動 軸 １  
１ を 介 し て 取 り 付 け て 先 端 に 回 転 軸 １ ４ １ を 介 し て 垂 直 方 向 に 回 転 す る 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ  
ッ ト １ ４ を 有 す る 垂 直 回 転 形 式 の 撹 拌 翼 装 置 １ を 用 い 、 ４ 個 の ノ ズ ル ２ の 全 部 を 各 撹 拌 翼  
ユ ニ ッ ト １ ４ の 周 辺 と し て 各 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ の 回 転 軸 １ ４ の 上 方 及 び 下 方 に 、 ス ラ リ  
ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 垂 直 方 向 及 び 略 水 平 方 向 に 向 け て 配 置 し 、 高 圧 ポ ン プ  
３ Ｈ に よ り 上 方 の 各 ノ ズ ル ２ に 高 圧 で 送 給 す る ス ラ リ ー を 上 方 の 各 ノ ズ ル ２ か ら 施 工 地 盤  
に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 高 圧 噴 射 し 、 ま た 、 低 圧 ポ ン プ ３ Ｌ に よ り 下 方 の 各 ノ ズ ル ２ に 低 圧  
で 送 給 す る ス ラ リ ー を 下 方 の 各 ノ ズ ル ２ か ら 施 工 地 盤 に 対 し て 略 水 平 方 向 に 低 圧 噴 射 す る  
よ う に し た の で 、 施 工 地 盤 を 上 下 、 前 後 、 左 右 に 十 分 に 撹 拌 し 、 増 量 し た ス ラ リ ー と 満 遍  
な く 撹 拌 混 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 １ 施 工 例 と し て 、 ４ 個 の ノ ズ ル ２ を 、 ２ 個 の ノ ズ ル ２ を １  
ユ ニ ッ ト と し て ２ ユ ニ ッ ト に よ り 構 成 し 、 １ ユ ニ ッ ト 毎 に 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ 、 低 圧 ポ ン プ ３  
Ｌ を 1 台 ず つ 接 続 す る も の と し た が 、 ５ 個 以 上 の 複 数 の ノ ズ ル を 、 少 な く と も ２ 個 の ノ ズ  
ル を １ ユ ニ ッ ト と し て 複 数 ユ ニ ッ ト に よ り 構 成 し 、 １ ユ ニ ッ ト 毎 に １ 台 の 高 圧 ポ ン プ を 適  
宜 １ ユ ニ ッ ト 低 圧 ポ ン プ と 組 み 合 わ せ て 接 続 し て も よ い 。 こ の よ う に し て も 上 記 実 施 の 形  
態 と 同 様 の 又 は そ れ 以 上 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 工 法 で は 、 地 盤 撹 拌 用 の 撹 拌 翼 装 置 に 、 バ ッ ク ホ ウ Ｍ の 先 端 に 回 動 軸 １ １ を 介  
し て 取 り 付 け て 先 端 に 回 転 軸 １ ４ １ を 介 し て 垂 直 方 向 に 回 転 す る 一 対 の 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １  
４ を 有 す る 垂 直 回 転 形 式 の 撹 拌 翼 １ を 用 い た が 、 こ の 種 の 地 盤 撹 拌 用 で 他 の 形 式 の 撹 拌 翼  
を 用 い る 場 合 に も 、 本 工 法 を 同 様 に 適 用 す る こ と が で き 、 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と が  
で き る 。 ま た 、 本 工 法 の １ 施 工 例 で は 、 ４ 個 の ノ ズ ル ２ の 全 部 を 各 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト １ ４ の  
周 辺 と し て 各 撹 拌 ユ ニ ッ ト １ ４ の 回 転 軸 １ ４ １ の 上 方 及 び 下 方 に 配 置 し 、 回 転 軸 １ ４ １ の  
上 方 に 配 置 す る 各 ノ ズ ル ２ の ス ラ リ ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 向 け て  
、 各 ノ ズ ル ２ に ス ラ リ ー を 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ に よ り 高 圧 で 送 給 し 、 回 転 軸 １ ４ １ の 下 方 に 配  
置 す る 各 ノ ズ ル ２ に お い て は ス ラ リ ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 水 平 方 向 に 向 け て  
、 各 ノ ズ ル ２ に ス ラ リ ー を 低 圧 ポ ン プ ３ Ｌ に よ り 低 圧 で 送 給 し 、 回 転 軸 １ ４ １ の 上 方 に 配  
置 す る 各 ノ ズ ル ２ に 高 圧 ポ ン プ ３ Ｈ に よ り 高 圧 で 送 給 す る ス ラ リ ー を 各 ノ ズ ル ２ か ら 施 工  
地 盤 に 対 し て 略 垂 直 方 向 へ 高 圧 噴 射 し 、 回 転 軸 １ ４ １ の 下 方 に 配 置 す る 各 ノ ズ ル ２ に 低 圧  
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ポ ン プ ３ Ｌ に よ り 低 圧 で 送 給 す る ス ラ リ ー を 各 ノ ズ ル ２ か ら 施 工 地 盤 に 対 し て 略 水 平 方 向  
へ 低 圧 噴 射 す る よ う に し た が 、 ５ 個 以 上 の 複 数 の ノ ズ ル の 全 部 を 各 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト の 周 辺  
任 意 の 位 置 に 、 又 は ５ 個 以 上 の 複 数 の ノ ズ ル の 一 部 を 各 撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト の 周 辺 と し て 各 撹  
拌 翼 ユ ニ ッ ト の 回 転 軸 の 上 方 及 び 下 方 に 、 残 部 を 撹 拌 翼 の 周 辺 任 意 の 位 置 に 、 そ れ ぞ れ 、  
ス ラ リ ー の 噴 射 方 向 を 施 工 地 盤 に 対 し て 略 垂 直 方 向 、 略 水 平 方 向 を 含 む 多 方 向 に 向 け て 配  
置 し 、 高 圧 ポ ン プ （ 低 圧 ポ ン プ を 含 む 。 ） に よ り 各 ノ ズ ル に 高 圧 （ 低 圧 を 含 む 。 ） で 送 給  
す る ス ラ リ ー を 各 ノ ズ ル か ら 施 工 地 盤 に 対 し て 略 垂 直 方 向 、 略 水 平 方 向 を 含 む 多 方 向 に 向  
け て 高 圧 噴 射 （ 低 圧 噴 射 を 含 む 。 ） す る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に し て も 上 記 実 施 の  
形 態 と 同 様 又 は そ れ 以 上 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｍ   建 設 機 械 （ バ ッ ク ホ ウ ）
　 Ｍ １   ク ロ ー ラ 式 の 走 行 機 械
　 Ｍ ２   旋 回 部
　 ａ   ブ ー ム
　 ａ ２   ブ ー ム シ リ ン ダ
　 ｂ   ア ー ム
　 ｂ １   回 動 軸
　 ｂ ２   ア ー ム シ リ ン ダ
　 １   撹 拌 翼 装 置
　 １ ０ １   上 部 支 持 ア ー ム
　 １ ０ ２   下 部 支 持 ア ー ム
　 １ １   回 動 軸
　 １ ２   撹 拌 翼 装 置 シ リ ン ダ
　 １ ３   油 圧 モ ー タ
　 １ ４   撹 拌 翼 ユ ニ ッ ト
　 １ ４ １   回 転 軸
　 １ ４ １ Ｌ   左 回 転 軸
　 １ ４ １ Ｒ   右 回 転 軸
　 １ ４ ２ Ｌ 、 １ ４ ２ Ｒ   取 付 部
　 １ ４ ３ Ｌ 、 １ ４ ３ Ｒ   撹 拌 翼 支 持 プ レ ー ト
　 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ   撹 拌 翼
　 １ ５ １   台 座
　 １ ５ ２   撹 拌 爪
　 １ ６   ホ ー ス 止 め 金 具
　 １ ７ Ａ 、 １ ７ Ｂ   ノ ズ ル 取 付 部
　 １ ７ １ 、 １ ７ ３   ノ ズ ル 装 着 部
　 １ ７ ２ 、 １ ７ ４   ホ ー ス 連 結 部
　 ２   ノ ズ ル
　 ３ Ｈ   高 圧 ポ ン プ
　 ３ Ｌ   低 圧 ポ ン プ
　 ３ １ 、 ３ ２   ホ ー ス
　 ４   ス ラ リ ー 供 給 装 置
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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